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「空気なる怪物 vs. 経済同友会なる理性」

山本七平氏の著作に、旧日本軍の思考・行動様式の分析をベースとする

名著『「空気」の研究』がある。氏が喝破するとおり、共同体指向性が強く、

同調圧力も強い日本人の集団が「空気」に支配されたとき、理性的な判断能

力を失う危険性は多くの歴史的事実が証明している。カネボウをはじめ、私

が経験したさまざまな企業の破綻や不祥事の背景にも、「空気の支配」によっ

て問題が放置、先送りされ、深刻化していった前史がある。ムラ型社会の

同調圧力は国家や企業といった組織的空間だけでなく、最近は個人間のイ

ンターネット空間でも、いじめや仲間外れなどの問題を起こしている。人

と人との長期的な関係性、しがらみを「絆」として大事にする日本型集団の

負の側面である。

民主的な意思決定システムは、独裁者の暴走に対する安全装置としては

それなりに有効である。しかし「空気」（多くは政治的多数派でもある）の暴

走の防止装置としてはあまり機能しない。この問題は、古くは衆愚政治に

対するプラトンの哲人政治論、近代においてはヘーゲルの理性論など、統

治論における普遍的な論点の一つでもある。人間は、法に最低限の共通理

性を反映させる「法の支配」や、「自立した理性的な個人」を市民像として確

立する努力を行うことなどで、何とかこの問題と対
たい

峙
じ

してきた。

今、わが国は、国家レベルでは社会保障と財政の持続性の問題や原発を

含むエネルギー政策問題、企業レベルでは激烈なグローバル競争とデジタ

ル革命を生き残るための厳しい経営改革と不断の「選択と集中」への挑戦、

また個人レベルでも会社というムラ型共同体に安心して帰属できなくなる

中での新しい生き方、働き方の模索など、「空気の支配」に身を委ねて現状

延命型で引っ張れば当面の軋
あつれき

轢や痛みは避けられるが、いつか必ず（少なく

とも将来世代が）大きな代償を払わされるリアルな問題に直面している。

空気という怪物に対峙する最後の砦
とりで

は、普遍的な価値観と将来世代も含

む「悠久の日本国民」「悠久のステークホルダー」への責任感に立脚した、

個人たるリーダーの強固な理性と行動である。かかる時代において、経済

同友会設立の原点、すなわち会員が個人として参加していることの意義は

極めて大きいと思う。

【ソマリア／ファブリック柄】
ソマリアはイスラム教が国教で、イスラム美術の影響が大きい。
この文様は、薬やアロマに使われるミルラノキという没薬(もつ
やく)樹の葉に似ています。細かなドット柄も印象的です。
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